
「目標を新たに，仲間と共に成長する学期に！」

吐く息が白く，日に日に寒さを増しています。１月15日には，20
日間の冬休みを終え，子供たちの声が学校に戻ってきました。
今年は，年明けから能登半島地震，羽田空港での衝突事故など，心

が痛む災害や事故が起こりました。このたびの災害と事故で被災され
た皆様には，心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。そして，一

日も早く復旧・復興がなされることを願っております。

さて，2024年は，辰年でも「甲辰」（きのえたつ）と言って「成功という芽がぐん
ぐんと成長していき形を整えていくこと」を意味する干支だそうです。辰年にあやか
り，皆さんには，「目標を新たに，仲間と共に成長する学期に，そして１年」にして
ほしいと願っています。
そこで，始業式には１年の仕上げの学期にあたり，次の２つのことを話しました。
一つは，人の魅力，人間性についてです。
不易と流行という言葉がありますが，昔も，今も，この先も，「生

きる」うえで大切なのは，思いやり，助け合うこと，他者を尊敬
することなど，人の魅力や人間性に関わることであると思います。
正月の航空機事故で，乗員乗客379人全員が無事に脱出できた

のは，乗務員の適切な避難誘導と，乗客の冷静さが奇跡を起こし
たと報じられ，海外の方々からも賞賛されています。
また，震災で避難された方々は，皆で協力し合い，助け合って，困難を乗り越えよ

うと頑張っておられます。生徒の皆さんは，紹介した事例に学び，自分だけではなく，
出会った仲間を大切にし，「この学級で１年間，先生，仲間と一緒に学び，生活でき
てよかった」と学級の全員が思えるよう，元気なく見える級友には温かい言葉をかけ
たり，お互いに助け合ったりしながら，「絆」を太くし，修了式には自分の成長と学
級の成長に「誇り」をもって，次のステージに進んでほしいです。
二つは，できないと諦めないで，ポジティブに臨むことです。
１月の２・３日に行われた大学日本一を決める第１００回箱根

駅伝では，多くの方々が１強と言われていた「駒澤大学」の優勝
を予想していましたが，結果は青山学院大学が歴代最高タイムで
制しました。大会直前（12月28日）の青山の全体ミーティング
では，監督が学生たちに「準優勝で良いよ」話したそうです。
学生たちは，その言葉に満足せず，年度当初からの目標である

「箱根駅伝優勝」を諦めないで，チームとしての最高のパフォーマンスを発揮するた
めに，今できる最善策を共有し，各自が役割を果たすこと，まさに「全員の力」を結
集して頂点に立ちました。生徒の皆さんには，優勝につながった「練習量」と，「絶
対に優勝できる」という強い心を最後まで持ち続けることの大切さを参考にしてほし
いです。また，「一人の力ではできないこと」，「個人の実績や能力は負けていても」，
「チーム」として勝ることがあるということです。加えて，最後まで，「できないと
諦めないで，ポジティブに臨むこと」で，「夢や目標」が叶うことです。
結びに，２０２４年が始まり１か月が経ちましたが，「目標を新たに，仲間と共に

成長する学期に！１年に!」，そして，辰年にふさわしい，自分の目標や目指す姿を信
じて，ポジティブに臨み，大きく成長する年となることを願っております。
保護者や地域の皆様には，新しい年も，忠和中学校をよろしくお願いいたします。
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２月 ２日(金) 全学年 学力テスト １５日(木) 1,2年学年末テスト①
７日(水) ２年生スキー授業① １６日(金) 1,2年学年末テスト②
８日(木) １年生スキー授業① １９日(月) ２年生スキー授業②

１３日(火) 公立高校推薦入試 ２０日(火) 常任委員会(後期反省)
１５日(木) 私立高校入試(A日程) ２１日(水) １年生スキー授業②

新１年生入学説明会 ２２日(木) １，２年参観日

１２月２８日に市内中
体連スキー大会に参加し
た栗谷川選手（３年）は，
大回転で３位，回転で２
位の好成績を収め，１月
１１日から小樽朝里川温
泉スキー場で開催された
全道大会に出場しました。
中学校１年生時から参加し，集大成と

なる最後の中体連全道大会では，これま
でで最高の成績を残すなど，納得のいく
滑りを見せました。

冬休み期間中の３
日間，全学年で希望
者を対象とした学習
会が行われ，分から
ない問題を友だち同
士で教え合ったり，

先生に聞いたりしながら，それぞれ自分の
ペースで学習しました。久しぶりに会う友
だちと笑顔で挨拶を交わし，充実した学習
時間を過ごしました。

1月13日に個人
・アンサンブルコ
ンテスト旭川地区
予選が開催され，
個人では荒木君(ｱ
ﾙﾄｻｯｸｽ)が，アン
サンブル（管打八

重奏）では８人が出場し，それぞれ銀賞
を受賞しました。緊張しながらも，練習
の成果を発揮し，市民文化会館大ホール
に素晴らしい音色を響かせました。

３学期が始まってすぐに，３年生にとっ
て中学校最後の「定期テスト」が行われま
した。試験に向けた勉強はもちろん，冬休
み中や放課後に，受験対
策の面接練習を何度も行
い，自分が希望とする進
路の実現に向け，一生懸
命頑張っています。
すでに試験を終えた人

もいますが，最後まで学
年全体（チーム３年生）
で取り組み，力を発揮し
て欲しいと思います。


